関係者外秘

関係者外秘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　××××年×月×日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	作成監査役

	


監査調書：取締役会③
	日 時
	××××年×月×日午前×時から
	場 所
	本社大会議室及びウェブ会議

	出席者・

関係者
	取　　締　　役
	監　　査　　役

	
	代表取締役社長　　　　○○　○○（議長）
	○
	常勤監査役（社外）　　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○

	
	常務取締役　　　　　　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○
	監査役（非常勤社外）　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○

	
	常務取締役　　　　　　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○
	監査役（非常勤社外）　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○

	
	取締役　　　　　　　　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	〇
	監査役出席者数
	3/3

	
	取締役　　　　　　　　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○
	＊出席状況　出席：○、　欠席：×

　　　　　　途中退場・途中出席：△

■陪席者：

○○執行役員、○○部長、○○課長、○○社員

	
	取締役　　　　　　　　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○
	

	
	取締役（非常勤社外）　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○
	

	
	取締役（非常勤社外）　○○　○○（ｳｪﾌﾞ）
	○
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	取締役出席者数
	8/8
	

	　　　

	項 目
	チ　ェ　ッ　ク　内　容
	評価
	コメント等

	招 集
	①招集通知は3日前に発せられているか、招集権者は適正か
	○
	×月×日に招集連絡。（×月×日に来年3月までの開催日を連絡済。）

	
	②取締役会は3か月に1回以上開催されているか
	○
	毎月開催。

	成 立
	①取締役の過半数が出席しているか（決議事項について利害関係のある取締役は、当該決議の定足数には加えない）
	○
	取締役全員出席。

	議 案

審議状況

(詳細下表)
	①法令・定款・規程（付議基準等）等に従って必要な議案が

適時に付議されているか
	○
	

	
	②決議事項と報告事項は適切に区分されているか
	○
	

	
	③議事運営方法は適切、適法か
	○
	

	
	④経営判断原則を配慮した審議となっているか
	○
	詳細は、下表参照。

	
	⑤付議書類、関係資料等は適切か（⇒重要文書閲覧）
	○
	事前に付議書類閲覧済み。一部は、経営会議にも報告済み。

	
	⑥取締役による競業・利益相反取引、関連当事者・親会社等との取引、株主等の権利行使に係る利益供与、自己株式の取得・処分、その他取締役の業務執行に関して留意すべき案件がある場合、その付議、審議等は適切か
	○
	該当なし。

	職務執行監督
	1 取締役の執行状況報告は3か月に1回以上報告されているか
	〇
	報告①で報告。

	
	②重要事項が十分審議され、監督機能が働いているか
	○
	

	議事録
	①出席取締役・監査役は記名押印しているか
	
⇒議事録押印後に確認。

	
	②法定記載事項は記載されているか（開催日時・場所、招集権者以外の招集の場合の状況、議事の経過の要領及び結果、決議事項の利害関係取締役の氏名、競業・利益相反取引に当たる取締役の意見・発言内容、監査役意見の概要、議長の氏名）
	

	
	③決議・審議等に関する取締役の賛否・発言等の記録は適切か
	

	その他
	決議省略、報告省略がある場合の取扱いは適切か
	〇
	

	
	決議事項の開示が必要か、その手続きは適正か
	○
	


■議案内容の検討
	決議

報告
	議　　案　　名　・　内　　容
	付議根拠
	議案書
内容の
適正性
	意思決定ﾌﾟﾛｾｽの妥当性（経営判断原則）
	決 議
要 件

充 足
状 況

	
	
	
	
	原則１
	原則2
	原則3
	原則4
	原則5
	

	決議①
	○○○○の件
	権Ⅰ⑥
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	決議②
	○○○○の件
	権Ⅴ㉒
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	報告①
	○○○○の件
	○○
	〇
	
	
	
	
	
	

	報告②
	○○○○の件
	○○
	○
	
	
	
	
	
	


（注）評価記号：問題なし⇒○、一部留意点等あり⇒△、問題あり⇒×、該当なし⇒－
（注）付議根拠：決裁権限規程・決裁基準表⇒権、取締役会規程⇒取、定款⇒定、監査役会規程⇒監、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進規程⇒ｺﾝﾌﾟﾗ規、
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾏﾆｭｱﾙ⇒ｺﾝﾌﾟﾗﾏ、ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ規程⇒ﾘｽﾏﾈ、監査役監査基準⇒監基
（注）議案書内容の適正性：付議される議案書の内容等は法令、定款、規程等に従っているか、善管注意義務・忠実義務が守られているか
（注）意思決定プロセスの妥当性（経営判断原則＝善管注意義務、忠実義務）
· 原則１：事実認識に重要かつ不注意な誤りがないこと：①意思決定のために必要な情報を十分に得ているか、②情報（事実・計数・予　　　

測）は正確、客観的、中立的か





· 原則２：意思決定過程が合理的であること：①法令・定款、決裁権限規程等に準拠した意思決定か（取締役会・経営会議等の付議基準、
　　　　招集手続、議事運営等を含む）、②代替案や想定しうる利益・不利益等必要事項の検討・審議が行われているか、③必要な場合、
該当案件についての専門家の見解を徴しているか





· 原則３：意思決定内容が法令又は定款に違反していないこと：①業法や定款で認められる範囲内か、②株式会社、経済・市場秩序、そ
の他一般刑事を含む事項に対する法規制に違反していないか、③必要な場合、弁護士等の専門家の見解を徴しているか

· 原則４：意思決定内容が通常の企業経営者として明らかに不合理でないこと：①集めた情報と適切な検討・審議に基づく合理的な結論
となっているか、②想定しうるリスクが会社の経営にとって重大なレベルではないか、
· 原則５：意思決定が取締役の利益又は第三者の利益でなく会社の利益を優先してなされていること：①取締役個人の保身や利得を得る
ことを目的としていないか、②親族・友人等、会社以外の第三者の利益を図るためではないか
（注）決議要件充足：①利害関係取締役を除き定足数、賛成数を満たしているか、②議長が利害関係を有する時交代しているか
■監査結果・所見等 （監査意見の形成に至った過程及び理由等を含む）

	××××年×月×日の取締役会の審議内容、過程は相当と思料。（議事録については、作成後に、別途、確認の予定）。　　


【取締役会監査調書：別紙】
議案別の取締役会の意思決定プロセスの妥当性検討（経営判断原則）
	第×号議案
	○○○○の件


	検　　　　討　　　　項　　　　目
	評価
	説　　明　　等

	原則１：事実認識に重要かつ不注意な誤りがないこと
①意思決定のために必要な情報を十分に得ているか
②情報（事実・計数・予測）は正確、客観的、中立的か
	
	

	原則２：意思決定過程が合理的であること
①法令・定款、決裁権限規程等に準拠した意思決定か（取締役会・経営会議等の付議基準、招集手続、議事運営等を含む）
②代替案や想定しうる利益・不利益等必要事項の検討・審議が行われているか
③必要な場合、該当案件について専門家の見解を徴して
　いるか
	
	

	原則３：意思決定内容が法令又は定款に違反していないこと
①業法や定款で認められる範囲内か
②株式会社、経済・市場秩序、その他一般刑事を含む事項に対する法規制に違反していないか
③必要な場合、弁護士等の専門家の見解を徴しているか
	
	

	原則４：意思決定内容が通常の企業経営者として明らかに不合理でないこと
①集めた情報と適切な検討・審議に基づく合理的な結論となっているか
②想定しうるリスクが会社の経営にとって重大なレベル
ではないか
	
	

	原則５：意思決定が取締役の利益又は第三者の利益でなく
会社の利益を優先してなされていること
①取締役個人の保身や利得を得ることを目的としていな
いか
②親族・友人等、会社以外の第三者の利益を図るためでは
ないか
	
	

	
	
	

	監査結果・

所見等
	


*注：本別紙は、取締役会において経営判断原則に則った意思決定プロセスの妥当性検討を詳細に行うことが必要と判断される重要な審議案件等について、その判断根拠、理由などを記録に残すために使用する。
各社の権限規程等を記載
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